
　

北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
6
年
3
月
に
新
青
森
〜
新

函
館
北
斗
間
が
開
通
し
、
現
在
は

新
函
館
北
斗
〜
札
幌
ま
で
の
建
設

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

八
雲
町
に
お
い
て
も
町
内
を
南

北
に
約
46

㎞
縦
断
す
る
形
で
新
幹

線
が
走
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、

春
日
地
区
に
は
新
幹
線
の
駅
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

て
、
2
0
3
0
年
度
の
開
業
に
向

け
て
新
幹
線
建
設
工
事
等
が
本
格

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
は
、
そ
れ
ら
の
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
建
設
工
事
の
状
況
】

◆
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

　

八
雲
町
内
に
お
い
て
は
、
計
6

本
の
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予

定
で
、
す
で
に
全
て
の
ト
ン
ネ
ル

工
事
が
発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
と
野
田

追
ト
ン
ネ
ル
で
本
坑
の
掘
削
が
始

ま
っ
て
い
て
、
掘
削
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
、
6
月
末
現
在
で
ト
ン
ネ

ル

全

長

41

㎞

に

対

し

て

7.2

㎞

（
18

％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線
情
報
コ
ー
ナ
ー

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）

建
設
工
事
に
町
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

◆
新
幹
線
明
か
り
区
間
工
事

　

新
幹
線
明
か
り
区
間
と
は
、
新

函
館
北
斗
側
の
野
田
追
ト
ン
ネ
ル

の
出
口
（
大
新
）
か
ら
、
長
万
部

側
の
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
（
立
岩
）

ま
で
の
、
新
幹
線
が
地
上
部
を
走

る
約
5.5

㎞
の
区
間
で
す
。
こ
の
区

間
に
お
い
て
は
、
高
架
橋
や
橋

り
ょ
う
、
ま
た
、
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
の
駅
舎
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　

明
か
り
区
間
の
工
事
概
要
と
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
末
に
地
区
住
民
お
よ
び
地
権
者

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
、
今
年
度
か
ら
は
用
地
の
測
量

や
用
地
買
収
が
始
ま
り
、
2
年
後

の
令
和
3
年
頃
か
ら
工
事
に
着
手

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
に
つ
い
て
】

◆
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
の
取
扱
い
に

　

つ
い
て

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
（
硬
い
岩
石
）

は
土
壌
汚
染
対
策
法
の
適
用
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
掘
削

土
受
入
地
周
辺
の
土
壌
や
地
下
水

汚
染
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
幹
線
工
事
の
建

設
主
体
で
あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構

で
は
、
よ
り
安
全
で
安
心
で
き
る

工
事
を
行
う
た
め
、
国
が
定
め
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
対
応
策

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

◆
対
策
土
と
無
対
策
土

　

ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
の
一
部
に
は

も
と
も
と
自
然
の
岩
石
や
土
に
含

ま
れ
て
い
る
自
然
由
来
の
重
金
属

等
（
注
１
）
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
基
準
等
（
注
２
）
を

超
え
る
掘
削
土
を
「
対
策
土
」
と
呼

び
、
そ
れ
以
外
の
掘
削
土
を
「
無

対
策
土
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

◆
対
策
土
の
受
入
に
つ
い
て

　

ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
出
て
き
た

土
は
、
ど
こ
か
で
受
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、「
対
策
土
」
に

つ
い
て
は
、
受
入
に
対
す
る
関
係

者
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
受
入
地
が

な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
一
方
で
、

ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
日
に
日
に
進
ん

で
い
く
た
め
、
現
在
、
対
策
土
は

ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
の
横
に
一
時

的
に
仮
置
き
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

八
雲
町
内
に
お
け
る
計
６
本
の

ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
現
が
予
想
さ
れ

て
い
る
対
策
土
は
約
２
０
０
万
㎥

（
注
３
）
で
、
そ
の
う
ち
受
入
地
が

決
ま
っ
て
い
る
の
は
約
50

万
㎥
・

約
１
／
４
と
、
ま
だ
ま
だ
不
足
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
受
入
地
が
決

ま
ら
な
け
れ
ば
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削

を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
受
入
地
の
確
保
が
必
要
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
受
入
地
が
な
か
な
か
決

ま
ら
な
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

対
策
土
に
つ
い
て
「
重
金
属
」
や

「
ひ
素
」
と
い
っ
た
言
葉
や
表
現
に

よ
り
、
多
く
の
方
が
マ
イ
ナ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
自
然

由
来
重
金
属
等
は
も
と
も
と
自
然

界
に
存
在
す
る
も
の
で
、『
適
切
な

対
処
を
す
れ
ば
安
全
に
対
応
で
き

る
』
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ま
に
ご

理
解
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
こ
の

問
題
は
い
つ
ま
で
も
解
決
し
て
い

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
策
土
に
つ
い
て
は
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
が
法
令
等
に
基
づ

き
、
周
り
の
自
然
環
境
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
充
分
な
対
策
（
注

４
）
を
講
じ
、
責
任
を
も
っ
て
適

切
に
受
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

対
策
工
に
つ
い
て
は
、
対
策
土

の
性
状
や
受
入
地
の
地
質
お
よ
び

地
下
水
等
の
状
況
に
応
じ
て
選
定

さ
れ
、
周
辺
住
民
や
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
説
明
し
て
ご
理
解
を
得
た

う
え
で
確
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
入
地
に
お
い
て
は
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
が
周
辺
の
地
下

水
等
の
水
質
検
査
を
定
期
的
に
行

い
、
受
入
に
よ
る
影
響
の
有
無
を

確
認
し
、
受
入
完
了
後
に
つ
き
ま

し
て
も
、
水
質
に
異
常
が
な
い
こ

と
を
一
定
期
間
確
認
で
き
る
ま
で

監
視
を
行
い
ま
す
。

北海道新幹線八雲町内工事区間概要図

渡島トンネル

磐石トンネル

野田追トンネル

新八雲（仮称）駅（春日）

約9.8km
（八雲町区間）

二股トンネル

約1.5km

約4.5km

立岩トンネル

約15km
（八雲町区間）約8.2km

至
新
函
館
北
斗

至
長
万
部

大
新

立
岩

祭礼トンネル

約2km

（資料提供　鉄道・運輸機構）

（資料提供　JR北海道）
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